



























開催日時 2006 年 7 月 3 日(月)2:00-17:00 時計台記念館 2F 国際交流ホール 
主  催 京都大学経済学研究科上海センター 
共  催 舞鶴港振興会、京都大学上海センター協力会 
後  援 北東アジア・アカデミック・フォーラム 
あいさつ 森棟公夫 京都大学経済学研究科長 
     麻生 純 京都府副知事（舞鶴港振興会を代表して） 
コーディネーター 山本裕美 京都大学経済学研究科上海センター長 
報告者 1)金 振吉  中国延辺自治州州長 
2)小河内敏朗 元在瀋陽日本国総領事 
3)伊達俊行   舞鶴港振興会常務理事 








京都大学経済学研究科助教授 宮崎 卓 
去る 5 月 1 日付で経済学研究科附属プロジェクトセンターの任期付助教授（2 年）を
拝命いたしました宮﨑と申します。昨年までこちらにいらした北野尚宏先生同様、国際協
力銀行（JBIC）から参っております。 
私は 91 年に東京大学教養学部教養学科アジア分科卒業後、ODA 円借款を扱う海外経
済協力基金（OECF。現 JBIC）に就職、2 年間南アジア（バングラデシュ・スリランカ）





と教訓」名古屋大学出版会, 1997。毎日新聞社第 10 回アジア太平洋特別賞)に反映するこ
とができました。 
帰国後、95 年から 97 年まで国際協力事業団（現国際協力機構：ＪＩＣＡ）に出向、
東アジア担当として特に中国向けの技術協力、無償資金協力の統括、更には円借款との連
携等の実務を担当いたしました。 





その後 2004 年よりこちらに赴任するまでの期間は、JBIC 東京本店にて中国向け新規
要請案件の採択までの業務を担当。全対象事業の総括として、中国向け経済協力について、
政治的な「逆風」の吹きすさぶ中ではありましたが、中国中央政府や地方政府の関係者と、
政策面・実務面の両方に渡り交渉を重ね、審査結果を纏め上げる業務を担当いたしました。 
以上のとおり、中国を中心とする東アジアの経済協力の実務ひとすじという経歴で、
不勉強な点も多々あるかと思われますが、今までに培った実務上の経験を本センターの運
営等々のお役に立てることができればと考えております。皆様におかれましては今後も何
とぞ御叱咤と御勉励を賜りたく、何卒宜しくお願いいたします。 
